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●次回の例会プログラム 

2026年 3月 19日（木） 第 2677回例会 
     卓話 IMロータリーデー実行委員会 
         （最終打合せ）   
            会場：『船場生涯学習センター6F』   
 

    
●本日の例会プログラム 

2026年 3月 12日（木） 第 2676回例会 
    ゲスト卓話 NTT㈱ 元木 健太 様  
 
              会場： 『NORTH GARDEN』   
 

4つのテスト 言行はこれに照らしてから 

 真実かどうか     みんなに公平か     好意と友情を深めるか     みんなのためになるかどうか 
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 よいことのために手を取りあおう 

真実から目をそむけることはできない。助けを求めることは勇気ある行動です。 

               健康と幸せにいたる道を求めることは、さらに勇気がいることです 

❖前回 

 出席報告  

・2026年 3月 5日（木）第 2675回  

会員数 33名 出席者 13名（出席率 41.93％）  

ゲスト：イチョウナンディアウン様、イチョウさんお母様 

配布物：ロータリーの友 

 

 ❖会長挨拶❖           木村 知也 

 

今日は、私たち箕面ロータリークラブが主催する IMロータリ

ーデー に向けて、今あらためて考えておきたい「ロータリーの原

点」についてお話ししたいと思います。 

まず、現実から目をそらさずに申し上げます。 

世界のロータリー会員数は約 120万人で横ばいですが、 

日本だけを見ると、この 30年で 約 40％の会員が減少してい

ます。 

そして退会者の多くは 入会 3年未満。 

その理由の第一位は、非常にシンプルです。 

「面白くないから」ではないでしょうか？ 

では、なぜ面白くないのか。 

私はその核心はこうだと思っています。 

「自分のためになっているという実感が得られていない」 

・例会に来ても学びがない。 

・人間関係が深まらない。 

・奉仕活動も“やらされ感”がある。 

そうなると、ロータリーは“時間とお金を使う場所”になってし

まいます。 

しかし、ロータリーとは本来そういう場所ではありません。 

創始者ポール・ハリスが求めたのは、孤独な青年が探し求め

たのは“仲間” でした。 

そしてロータリーは、自分を磨き、職業倫理を高め、人として

成長する“自己教育運動” として発展してきました。 

 

 

◇ロータリーの友２月号友愛の広場 

広島新世代 RC諏訪昭浩創立会長の寄稿文「今こそクラブ

奉仕を！」をとても興味深く読み HPも拝見しました。 

ロータリー歴 20年以上の諏訪創立会長は、青名誉会員が

よく言われているロタキチな感じがし、ロータリーについて深く

考察されています。そこには、現代のロータリーが忘れかけてい

る大切な視点がある気がします。 

2025年 9月設立の広島新世代 RCは、ロータリーを 

「良き社会人を育てる場」と明確に位置づけています。 

上下関係を排し、寛容と友愛を重んじ、 

・ペーパーレス・キャッシュレス化 

・毎回ハイブリッド例会 

・国内最大級の大きさの LEDビジョンに毎回オープニングムー

ビーを流す 

・自由な服装 

・毎回の活動報告は、例会を録画したものを HPに掲載 

など、現代的で参加しやすい運営を徹底しています。 

つまり、“自分のためになるロータリー”を実現されているように

感じます。 

 

ロータリーが面白くなるのは、 

奉仕活動が派手だからでも、会員数が多いからでもありませ

ん。 

「ここに来ると、自分が成長できる」 

「この仲間といると視野が広がる」 

「このクラブにいることで人生が豊かになる」 

そう感じられるとき、ロータリーは面白くなるのではないでしょう

か？ 

 

 



 

 
4 つのテスト 言行はこれに照らしてから 

 真実かどうか     みんなに公平か     好意と友情を深めるか     みんなのためになるかどうか 

RI D.2660  箕面ロータリークラブ                        2025 年 3 月 21日発行会報 
No.2523 

３月の例会   会場：NORTH GARDEN 

         ※3/19 のみ生涯学習センター 

    19 日 「ロータリーデー」最終確認 

   26 日 休会 IM ロータリーデー開催週につき 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、まさにその“原点”を体験していただく場が、私たちが

主催する IM ロータリーデー です。 

今回のテーマは、 

「ポールハリスからの挑戦状 ― 心をひとつに、ロータリーの原点

へ」 

120 年前、シカゴの小さな部屋で始まったロータリー。 

孤独な青年が求めたのは、地位でも名誉でもなく、“信頼できる

仲間” でした。その原点に、私たちはもう一度立ち返る必要があ

ります。 

IM ロータリーデーでは、 

ロータリーの歴史を“体験”しながら、仲間と協力し、知恵を出し

合い、ロータリーの本質に触れる事が出来るかもしれない仕掛

けを用意しています。単なる講演会ではありません。単なる式典

でもありません。 

ロータリーとは何か？ 

なぜ私たちはここにいるのか？ 

どうすればロータリーは面白くなるのか？ 

その答えを、仲間と一緒に探す一日です。 

会員減少という現実は、危機であると同時に、 

ロータリーが本来の姿に立ち返るチャンスでもあります。 

私たちのクラブが、 

「来てよかった」 

「ここにいると成長できる」 

「この仲間となら続けたい」 

そう思える場所になれば、自然と人は集まり、自然と退会者は減

ります。IM ロータリーデーは、その第一歩です。 

皆さまと共に、ロータリーの原点へ戻り、未来へ向けて新しい一

歩を踏み出したいと思います。 

 

 ❖幹事報告❖        副幹事 河野 優作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖お誕生日お祝い❖ 

 

     ３月 17 日 西田 泰会員（欠席） 

  ３月 23 日 山下正和会員（欠席） 

  ３月 29 日 今野翔太会員（欠席） 

    

 

 

❖ＳＡＡ報告❖                水島 教絵 
 
ニコニコ 

芝野弘三郎：IM 委員会、よろしくお願いします 

林たかみ会員、木村知也会員、西脇悟会員、浦収会員、 

山本貴雄会員 

米山奨学会 

片山秀樹会員、河野優作会員、木村知也会員、黄堂泰昌会員、

西脇悟会員、浦収会員 

ロータリー財団 

河野優作会員、木村知也会員、黄堂泰昌会員、西脇悟会員、 

芝野弘三郎会員、浦収会員、山本貴雄会員 

ポリオ 

河野優作会員、芝野弘三郎会員 

恒久基金 

 

 

❖米山奨学金授与❖   

 

 米山奨学生 イ チョウ ナンディ アウン様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      イチョウさんの素敵な笑顔を忘れません。 

      益々のご活躍を会員一同お祈りしております。 

      お元気で！ 


